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第 33 回天ケ瀬ダム再開発事業景観検討委員会 

議事要旨 

 

開催日時：令和 3 年 3 月 26 日（金）14：00～15：30 

開催場所：JR 宇治駅市民交流プラザ「ゆめりあ うじ」4 階会議室１  

委  員：吉田委員長、山仲委員、中村委員、吉水委員、小山委員代理、平野委員代理、 

 以上敬称略 

事 務 局：琵琶湖河川事務所 

 

［審議概要］ 

天ケ瀬ダム再開発事業における上面整備の緑化、トンネル式放流設備の吐口部及び周辺

のデザインについて報告を行い、景観的な観点から各委員より意見及び助言をいただいた。 

また、VRCGを活用し、対象施設周辺の景観を様々な角度・視点からご覧いただいた。 

 

(1) 規約の変更について 

(2) 工事進捗状況について 

(3) 第 32回委員会議事要旨および内容再確認 

(4) 議事 

①上面整備の緑化について 【報告】 

②吐口部及び周辺のデザインについて 【報告】 

③VRCGによる確認  【確認】 

④今後の予定について 【確認】 

 

［議事概要（総括）および対応方針］ 

(1) 規約の変更 

・委員１名の変更について、了承された。 

(2) 工事進捗について 

・意見など特になし。 

(3) 第 32回委員会議事要旨および内容再確認 

・了承された。 

(4) 議事 

①施設周辺上面整備の緑化について【報告】 

・報告内容について了承された。 

・吉田委員長より、低木の樹種選定について、シャシャンボ、コマツナギ等は市場

性が少ないのではないかとのご意見をいただいた。事務局からは、「過去の景観

委員会でいただいた意見をもとに、常緑、落葉等の多様な樹種を選定している。

この樹種を基本とし、施工段階で受注業者が確保できる樹種をしっかりと整備し
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ていきたい。」旨の回答を行った。 

 

②吐口部及び周辺のデザインについて【報告】 

・報告内容について了承された。 

・吉田委員長より、スリットをつけるなどの景観上の工夫がなされているとの意見

をいただいた。 

 

③VRCGによる確認【報告】 

・吉水委員より「天ヶ瀬ダム近傍のゲート室部を観光資源として PR するために一

般開放することは検討されているのか」とのご意見をいただいた。事務局から

は、「現時点では一般開放は考えていないが、「天ヶ瀬ダムを観光資源に含めた宇

治市域の観光発展検討会」では、淀川ダム統合管理事務所が事務局となり関係機

関と連携してダムツーリズムなどを進めていることから、今後この検討会で観光

の枠組みを議論する中で一般開放等の課題を含めた調整が必要であると考えてい

る」旨の回答を行った。 

・吉水委員より「工事が完了した 10 年後の全体的な景観の姿は無いのか」につい

てご意見をいただいた。事務局からは、「VRCG では 10 年後の植栽が成長した姿

を表現している。また吐口部の石材は、明治時代に建設された布引ダムの間知石

のように経年変化により素材の風味が増すことで、周辺との自然環境と調和した

景観が形成されると考えている。」旨の回答を行った。 

・吉水委員より「大正 2 年に建設された宇治発電所は周辺景観を含め優れた景観を

有しており、そのような景観になって欲しい」とのご意見をいただいた。事務局

からは「できること・できないことがあるが、放流施設の構造物に対して石を張

る等の景観検討委員会で決めてきた景観デザインについて対応できるよう取り組

んでいく」との回答を行った。 

・小山委員代理より「宇治川沿いのソメイヨシノは殆ど寿命により枯れているた

め、漁業組合として景観も併せて漁場環境を守るという観点から、ソメイヨシノ

を復活させたいと考えている。具体的な計画が決まった段階で、国土交通省を含

め協力をお願いしたいと考えている。」旨のご意見をいただいた。 

・平野委員代理より「宇治市で昨年、国の費用を活用して、旧志津川の発電所の活

用について調査を行った。ホテルとしての活用も一つの方策としているため、周

辺の景色について VRCG で確認したい」とのご意見をいただいた。事務局からは

「周辺に 5 月が見ごろのツツジの他、春は桜、秋には紅葉を楽しむことができ

る」旨の回答を行った。平野委員代理より「コロナ禍ということもあり、宿泊事

業は困難な状況にあるが、民間事業者から興味を持ってもらっているコンテンツ

である。様々なストーリーが考えられる良い絵だと思った」とのご意見をいただ

いた。 
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④今後の予定について【確認】 

・次回は事業完了報告として最終の委員会を開催することについて説明し、了承さ

れた。 

 

以上 


